
宮宮崎海岸トライアングル

岸岸 ト ラ イ ア ン グ ル 」

市民のみなさんのご意見で改善した代表的な出来事

埋設護岸サンドパック袋材の色調

突堤の材料・色調突堤の材料・色調

【サンドパック試験施工状況】【砂浜と調和した現在の色調】

養 浜浜

突 堤

埋設護岸

※３つの対策の詳細はこちらのホームページまで hƩp://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/sskondan/index.html

宮崎海岸宮崎海岸 の侵食対策の侵食対策
～これまでを振り返る～～これまでを振り返る～

宮崎河川国道事務所
宮崎海岸出張所発行

令和元年12月

国土交通省

【室内談義】

市民談義所・海岸よろず相談所の役割

【市民】
“宮崎海岸市民談義所

（広く開かれた議論の場）”

《専門家》

［宮崎海岸出張所］
（海岸よろず相談所）

“侵食対策検討委員会”
“技術分科会”
“効果検証分科会”

［事業主体］ 関係機関

①市民からの意見をしっかりと受け止める
②市民のなかに出向き意見を聞く

三者一体となって考える

市民連携
コーディネータ

【現地見学会】

  侵食された砂浜を元に戻すため、私たちは市民のみな

さまと協力し、海岸事業を推し進めています。 

 侵食対策の２本の柱として、行政・市民・専門家が一体

となり検討を進める「宮崎海岸トライアングル」の体制と

複雑な自然現象や社会の変化にも対応できるよう常に

効果を確認しながら事業を進める「宮崎海岸ステップア

ップサイクル」を宣言し、宮崎海岸侵食対策事業を行っ

ており、市民のみなさまの意見を聞く場として「市民談義

所」や「海岸よろず相談所」を設置しています。

   侵食対策事業は現在施工中であり、 事業半ばの現状では、 台風等の高波浪時には養浜材が流出し、

サンドパックの表面が露出することもあるため、 サンドパック袋材の色調も周りの景観を損なわないよう

に、 みなさんで話し合い、 現在の色調に決定しています。

　 突堤の景観について、 現地見学会を実施し、 その後室内での談

義を行いました。

 　現地ではブロック表面の質感や大きさを感じてもらい、 宮崎海岸の

風景との調和を確認してもらいました。 突堤の施工に当たっては、

ブロック表面の洗い出しを行い、粗骨材 （小石） を露出させることで、

既設の緩傾斜護岸ブロック表面と色彩 ・ 質感をできるだけ同じように

近づけています。



石崎浜ビーチクリーン参加者の増加石崎浜ビーチクリーン参加者の増加
【第 24 回 石崎浜ビーチクリーン】

台風通過後のサンドパックの状況

海 岸 よ ろ ず 相 談 所 に ご 依 頼 く だ さ い ！海 岸 よ ろ ず 相 談 所 に ご 依 頼 く だ さ い ！

○海岸よろず相談所○ 〔国土交通省　宮崎河川国道事務所　宮崎海岸出張所〕 にご連絡ください。

ご希望がありましたら、

学校・公民館等で説明します。

http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/

 〒880-0211 宮崎市佐土原町 下田島 ９５１５－６
【旧　宮崎地方法務局　佐土原出張所】

　TEL：０９８５－６２－７０５０／FAX：０９８５－６２－７０５１

https://www.facebook.com/miyazaki.mlit.go.jphttps://www.facebook.com/miyazaki.mlit.go.jphttps://www.facebook.com/miyazaki.mlit.go.jp

【第 3 回 石崎浜ビーチクリーン】

【台風通過前】 【台風通過後】

【出前講座】 【令和元年ウォーキングフェスタ】
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海 岸 に 関 す る ご 相 談 や ・ ご 質 問 な ど あ り ま し た ら

　 市民談義所開催当初は、 毎回海岸ゴミ問題や

海岸利用者のマナー向上の取組が必要との意見

が出され、 地元住民を中心に宮崎河川国道事務

所、 地元自治体、 建設業者等で 「宮崎の海岸

をみんなで美しくする会」 が発足しました。

   平成２２年３月から石崎浜ビーチクリーンが定

期的に実施され、 発足当初は参加者が４０名程

度の時もありましたが、 最近では約５００名の参

加者があり、 自分たちの海岸を大切にしようとす

る気持ちの現れのように感じられます。

　 今後もみなさんのご協力をお願いします。

   昨年度埋設護岸サンドパックの施工が完了しました。 台風通過の際、 高波浪により砂浜は侵食されます

が、 埋設護岸サンドパックが浜崖の後退を防いでいます。

   引き続き、 突堤 ・ 埋設護岸 ・ 養浜の３つの対策を進めていきます。

   私たちは、 より多くのみなさんに宮崎海岸の現状や侵食対策について知っていただきたいと考えています。

平成２９年及び今年１０月に行われた広瀬西小学校区地域づくり協議会ウォーキングフェスタ等の地域の海岸

に親しむ （知る） 催しにも協力しています。

　 学校や公民館等での出前講座をお引き受けします。 少人数のグループでも大歓迎です。 宮崎海岸のこと

をもっと知りたい、 海岸侵食対策ってどんなことをやってるのと疑問に思われたら、 ぜひ 「海岸よろず相談所」

にご依頼ください。


